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~お輩ι基 地 ~

革戸千ilfF1 展示室は、“よみがえる革戸千'Iff"

をキャ ッチフレーズに、今からおよそ 600主l'liij 

の南北朝時代を中心とする草戸千軒の11汀宣伝みを

実物大で復元したもので、博物館のメイン股示

となっています。

前回までは、戦人長屋を一軒ずつ紹介してき

ましたが、今回は長屋の路地を抜けたところに

建つお堂と、その織にある墓地をi訪ねてみます。
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地蔵菩薩坐{象が記られています。中世は地蔵菩薩

の信仰が民衆に広く浸透した時代で、草戸千軒の

ある制il後南部にもそうした波が事11し寄せていたこ

とを、現存するいくつかの中世に遡る地蔵菩薩像

によ って知ることができます。

このお堂は、町

このIIITに暮らす多く

お堂のたたすまい

の人々の容進によって建立されたもので、

の人々の精神的な支えとなっています。建て られてから 30年

ほどが経過して、ところどころに傷みがでできているため、現

| 在、紺屋根正面の扉縁側などの側 が 行 わ れ て い る と こ
o!んしょう

ろです。i蛾人長屋の隅には現在の大工に当たる番匠と呼ばれる

職人によって、仮設の作業小屋 (作事場)が組まれ、修理のた

めの木材を加工する作業が進められています。草戸千軒の遺跡

からは、さまざまな大工道具が出土しており、番匠たちの活動

の様子や、当時の建築技術を知ることができます。 夕日を浴びて輝く地蔵菩薩坐像
"さとっ L、えとう 11

お堂の脇にはいくつかの石塔や板塔婆が立てムナ'L'"lい亨すが '--'- - が 11町の λ 々の誕 ~þ干す《

活路した人々の

お基が並んでい

ます。

(主任学芸n鈴木版之)

左)番匠の作事場

右)お堂の脇の墓地
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